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ご 縁 で 拓 く

す ず か の 未 来

鈴鹿市は、日本のほぼ中央に位置し、東

に伊勢湾、西に鈴鹿山脈と恵まれた自然環

境の中にあります。農業と工業がともに成長

した「緑の工都」として現在に至っています。

また、自動車レースの最高峰「F1」が開催さ

れるモータースポーツのまちとして全国的に

知られています。

人口 193,763人

面積 194.46k㎡

（2025年3月末時点）
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表紙デザインには、本市の伝統工芸「伊勢型紙」の紋様を使用しています。



ご支援いただきたい地方創生の取組

少子化が進行する中、当市では、令和８年４月に学校再編

を実施します。小学校３校を再編し「新たな小学校」として

開校する「鈴鹿市立天栄小学校」では、これまで各校が

培ってきた伝統や特色ある教育活動を大切にしながら、ＩＣ

Ｔの活用など先進的な教育を積極的に取り入れます。これ

により、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に

充実させ、「主体的・対話的で深い学び」を実現します。

「新たな小学校」づくりの推進
～ 人口減少社会に適応した新たな学び舎の創造へ ～

分 野 学校・教育

【主な取組】

・「新たな小学校」施設整備事業 ・ スクールバス運行事業

・ 閉校記念事業及び３校児童交流事業 など

当市では、地域の雇用に関する課題を解決し、地域産

業の担い手を確保するため、令和６年度から「鈴鹿 de

はたらこっ！プロジェクト」をスタートしました。

このプロジェクトでは、産学官が連携し、「チーム鈴鹿」

として雇用促進事業の企画や実施に取り組みます。

多様化する雇用形態に対応しながら、当市の実情に即

した雇用促進事業を多角的かつ継続的に展開し、地域

の雇用の安定と活性化を図ります。

鈴鹿 de はたらこっ！プロジェクト

分 野 雇用・産業

【主な取組】

・高校生・大学生及び県外進学者を中心とした地元就職促進

・外国人の雇用及び定着促進

・企業の採用力向上支援 など

関連するＳＤＧｓのゴール

鈴鹿市では「＃最高に住みやすいまち鈴鹿」を目指して、少子高齢化・人口
減少時代に負けない持続可能なまちづくりを進めています。
安全・安心な暮らしや次世代育成、産業振興、環境保全など地域の魅力と活

力をさらに高める地方創生の取組推進のために、企業の皆様のご支援が大きな
力になります。ぜひ、鈴鹿の未来づくりを応援してください。

関連するＳＤＧｓのゴール



分 野 取 組 名 ＳＤＧｓ

都市環境・
まちづくり

「東西医学を融合した新しい薬膳」発信プロジェクト

文化・スポーツ
多目的ドーム活性化事業 ドーム de キャンプ
映像と音楽の融合 × 避難所体験プログラム

文化・スポーツ 「青い芝生～ボールと君を追いかけて～」プロジェクト

学校・教育 特別支援教育に力を貸してください！

自然・環境 食品ロスゼロのまち推進事業

ほ
か

ほ
か

関連するＳＤＧｓのゴール

すずっこ まんなかプロジェクト！

当市の未来を担うこどもたちの健やかな育ちを確保

するため、こどもや保護者の声に耳を傾け、その声を

「まんなか」に、途切れのない支援を実施します。 こど

もの保育環境の改善や、子育て世帯が相談できる場

所や地域と関わる機会を確保し、地域社会全体で子

育てを支える仕組みづくりなどを進めます。

分 野 こども・子育て

【主な取組】

・公立保育所/幼稚園の保育・幼児教育環境の整備

・妊娠・出産・子育て期における母子保健事業の充実

など

☜各事業の詳細や手続はこちら
鈴鹿市

ウェブサイト

鈴鹿市 企業版ふるさと納税

南海トラフ地震に備える！

避難所環境改善プロジェクト

分 野 防災・減災

現在、市内には、４１か所の基幹収容避難所があ

ります。 当市では、南海トラフ地震などの大規模

災害発生に備えて各避難所の早期開設や生活環

境の向上に取り組んでおり、全ての避難所への地

震自動解錠鍵ボックスの設置や不足している資機

材の整備など、避難所の環境整備を進めています。

これらの環境整備を早期に実現することにより、

市民の安全と安心を確保します。

関連するＳＤＧｓのゴール

【主な取組】

・地震自動解錠鍵ボックスの整備

・良好な生活環境の確保に必要な資機材の整備

など

ほ
か

ほ
か

ほ
か

◀寄附を募集中のその他の取組▶
まずはお気軽にご相談ください！



鈴鹿市 政策経営部 総合政策課

〒513-8701

三重県鈴鹿市神戸一丁目１８番１８号

☎059-382-9038

📩sogoseisaku@city.suzuka.lg.jp

企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）とは？

Point1

地方公共団体が行う地方創生の取組に対して企業が

寄附を行った場合に、法人関係税の優遇措置が受けられる仕組みです。

軽減効果は寄附額の最大約９割！

ほかにも、こんなメリットがあります！

Point2

10万円から
ご寄附いただけます

寄附額

損金算入 約3割 税額控除 最大6割 約１割

通常の寄附で

企業版ふるさと納税を活用して
実質
負担

社会貢献で
企業イメージUP SDGsの推進

鈴鹿市公式
ウェブサイト等で
企業PR

鈴鹿市と
新たな

パートナーシップ

※税額控除の手続（申告）や算出に関しては、
税理士や所管する税務署へご相談ください。

（例）100万円寄附すると、最大90万円の法人関係税（法人住民税、法人税、法人事業税）が軽減され、
企業の実質負担は約10万円となります。

対象条件 本社※が鈴鹿市外に所在する企業様 ※地方税法における
「主たる事務所又は事業所」

留意事項 寄附を行うことの代償として経済的な利益を受けることは禁止されています。

【ご寄附の流れ】

留意
事項

●寄附をいただいてから予算化し、市議会の承認を経てから実施する事業もあります。
●寄附をいただく時期により、年度内に寄附金を活用する事業の実施が困難な場合は、「鈴鹿市基金条例」 に基づき、
基金に積み立て、翌年度以降に当該事業を実施する財源として活用させていただくことがあります。

●ご希望の事業が実施に至らなかった場合や、寄附金額が事業費を上回った場合は、相談の上、他の事業に活用させていただきます。
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